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佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふ れる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明る ＜楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り 、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。

編集と発行／〒０３９ぺΛ青森県下北郡佐井村大字佐井字糠森２０佐井村役場企画財政課丿登Ｏ仍（３８）２徑ｊ：

交 通 事 故 の な い

明 る い 村 づ く り を

み ん な で 進 め よ う

一全国交通安全キャラバン隊来村－
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平
成
二
年
度
決
算

４
～
石

か
ら
の
話
題

已
～
フ

国
保
の
し
お
り

出
稼
ぎ
現
他
の

み
な
さ
ん

８
～
ｏ
）

お
し

匕
但

１０
～

１１

教
毋
だ
よ
り

螳
～
帽

保
健
嬋
だ
よ
り

憚
～
蟋

シ
リ
ー
ズ
健
康
情
報
④

祁
～
伊

交
母
だ
よ
り

侶
～
州

棍
務
だ
よ
り

史

正
だ
よ
り

２０

戸
籍
の
窓
口



２６億５，４２４万円のつかいみち
平成２年度

村。家計簿。公表

むらおこし事業特別会計

歳入 １１，４７０ 歳出 １１，４７０

一主 な 事 業
（単位：千円）

○津 軽海 峡文化館 屋外施設整備事業 ６０，６８〔〕

○津軽海 峡文化館 冷房，排気設備整備事業 ……………１３，６１７

０ 福 浦地区 健康広 場整 備事業 ……………………………１１，３２５

０ 保育所改 修事業 …… ……… …………………………… ７，９３０

０ 機能訓練用指導車購 入 …………… …………………… ３，６１２

０ ご み焼却炉改修事業 …………… ……………………… ４，５８４

０ 不燃物処理場改 修事業 …… …………………………… ５，５６２

０ 森林体験科学館整備事業 ………… ……………………５９，６４２

０ 屋外レ クリエ ーション施設 整備事業 …………………５６，６５０

０ 間伐促進強化対 策事業 （補助 金） …………………… ７，４０４

０ 並型漁礁設置事業 ………………… …………………… ７，５７３

０ 長後漁港改修事業 ………………… …………………１００，００（）

○福浦漁港関連道路整備事業 ……… ……………………４７，０００

０ 原田漁港海岸保全施設整備事業 … ……………………２３，０００

０ 漁港負担金 ……………………………… ……… ………３０，０００

０ 地先型増殖場造成事業負担金 …………………… ……１６，０００

０ 仏ケ浦公衆水洗便所整備事業 …………………………１６，６８２

０ 温泉ボーリングエ 事費 …………………………… ……３５，６１７

０ 古佐井 奥薬研 線整備事業 ………………………………１２，０００

０ 原田八幡宮 線整備事業 …………………………………１８，３８３

０ 長 後川 目線整備事業 …………………………………… ４，５２０

０ 県 道整 備負担金 …………………………………………１６，６００

０ 急 傾斜 地対 策事業負担金 ……………………………… ４，０００

０ 防火水槽整備 事業（３基） ……………………………１３，０３１

０ 教 員住宅 整備 事業（２棟） ……………………………１５，９０４

０ 原田小 学校グランド整備事業 …………………………３１，９９８

０ 佐井定期 観光㈱ 出資 金 …………………………………３４，４００

０ 農業施設 災害復旧事 業 … ………………………………１０，８５９

０ 河川災害復旧事業 … …… ………………………………１３，４６７

０ 観光施設災害復旧事 業 … ……………………………… ４，４８４

平
成
二
年
度
の
決
算
が
九
月

定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
ふ

た
。
み
な
さ
ん
の
納
め

た
税
金
や
国
か
ら
の

交
付
金
な
ど
が
ど

の
く
ら
い
入

り

ど

の

よ



う

に

使

わ

れ

て

い

る

か

お
知
ら
せ
し
ま

す

。

〔
総
括
〕

二
年
度
の
決
算
は
、

歳
入
（
村
に
入
っ
た
お
金
）
の

総
額
で
二

七
億
二

〇

三
九
万

円
、
歳
出
（
村

が
使
っ
た
お
金
）

の
総
額
は
、
二
六
億
五
四
二
四

万
円
で
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し

引
く
と
六
六
一
五
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
前
年
度
と
比
べ
る
と

歳
入
総
額
で
二
億
六
六
六
六
万

円
の
減
、
伸
率
八
・
九
％

減
、

歳
出
総
額
で
三
億
〇
四
六
六
万

円
の
減
、
伸
率
一
〇
・
三
％
減

と
な
り
、
歳
入
歳
出
と
も
前
年

度
を
下
回
り
ま
し
た
。
こ
の
減

と
な
っ
た
要
因
は
、
歳
入
面
で

は
、
津
軽
海
峡
文
化
館
（
ア
ル

ザ
ス
）
整
備
事
業
に
係

る
村
の

借
入
金
（
村
債
）

の
減
に
よ
り

ま
し
た
。
歳
出
面
で
も
、
津
軽

海
峡
文
化
館
（
ア
ル

ザ
ス
）
整

備
事
業
等
単
独
事
業
の
減
に
よ

る
も
の
で
す
。

〔
歳
入
〕

歳
入
に
占
め
る
主
な
内
容
は

地
方
交

付
税
が

一
四
億
九

九
六
〇
万
円

で

歳
入
総
額
の

五
五

∴

％
を
占

め
、
次
い
で
村
債
二

億
九
九
四
〇
万
円
一
一

・
○
％
で
み
な
さ
ん
が
納

．め
た
村
民
税

や
固
定
資
産
税

．税
等
の
村
税
は
一
億
六
五
三
二

万
円
六
・
一
％
で
し
た
。

ま
た
、
村
税
や
財
産
収
入
等

の
自
主
財
源
は
、
財
政
調
整
基

金
等
の
積
立
金
か
ら
の
繰
入
が

多
か
っ
と
た
め
一
八
・
二
％
と

前
年
度
よ
り
増
と
な
っ
た
も
の

の
村
の
台
所
の
大
部
分
は
地
方

交
付
税
や
村
債
、
国
・
県
支
出

金
な
ど
の
依
存
財
源
の
八
一
・

八
％
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

〔
歳
出
〕

歳
出
の
主
な
内
訳
は
、
総
務

費
が
五
億
六
七
二
五
万
円
で
二

Ｉ
・
四
％
、
次
い
で
農
林
水
産

業
費
四
億
八
六
一
五
万
円
、
十

八
・
三
％
、
公
債
費
三
億
八
五

三
五
万
円
、
一
四
・
五
％
の
順

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
伸
率

で
は
災
害
復
旧
費
が
三
〇
八
五

万
で
二
七
〇
四
・
七
％
増
と
大

き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

村民１人当り７１８，９１７円使われ削

（目的別歳出の内訳）

総 務 費
７２，３４５円

民 生 費
３８，６９９円

衛 生 費
４４，２７９円

農林水産業費
１３１，６７７円

土 木 費
２５，０６９円

消 防 費
３４，３９５円

教 育 費
６２，１８９円

公 債 費
１０４，３７４円

議 会 費
労 働 費
商 工 費
諸 支 出 金

そ の 他
２０５，８９０円



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

お
い
し
い
牛
肉
に
舌
つ
づ
み

「
原
田
響
ま
つ
り
」

九
月
一
日
、
原
田
第
一
牧
場

を
会
場
に
、
第
五
回
「
原
田
牛

ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
村
内

外
か
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
集
り
、

青
空
の
広
が
る
中
、
地
元
産
の

牛
肉

に
舌
づ
っ
み
を
打
っ
て

い

ま
し
た
。

津
軽
海
峡
を
望
む
原
田
牧
場

で
は
、
緑
の
牧
草
の
上
で
、
思

い
思
い
に
鉄
板
を
囲
み
な
が
ら

焼
肉
を
食
べ
、
冷
い
ビ
ー
ル
を

飲
み
干
す
姿
が
あ
ち
こ
ち
に
見

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

津
軽
啓
介
さ
ん
の
楽
し
い
漫
談

や
民
謡
シ
ョ
ー
、
草
原
で
は
原

田
牛
の
体
重
あ
て
ク
イ
ズ
や
も

ち
つ
き
大
会
、
生
卵
キ
ャ
″
チ

エ

。
グ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
賑
わ
い
、
牧
場
い
っ
ぱ
い
に

歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

▼生卵キャッチエッグ大会

▲原田牛まつり

佐
井
村
の
新
種
ば
れ
い
し
よ

「
キ
タ
ア

カ
リ

」
の

試
食
会

九
月
十
一
日
、
佐
井
村
農
業

研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
新
種
ば
れ

い
し

よ
キ
タ
ア
カ
リ
の
試
食
会

と
検
討
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
タ
ア
カ
リ
と
い
う
品
種
は
、

北
海
道
の
出
身
で
、
通
称
ゴ
ー

ル

デ
ン
ポ
テ
ト
と
呼

ば
れ
て
お

り
、
黄
肉
質
で
味
、
香
り
が
よ

く
、
デ
ン
プ
ン
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
多
量
に
含
ま
れ
、
関
東
地
方

▼キタアカリの試食会

第
一
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
青
森
県
児
童
作
品
展

エ
ム

ー
オ
ー
・
エ
ー
美
術
・

文
化
財
団
が
主
催
す
る
、
第
一

回
Ｍ
Ｏ
Ａ
青
森
県
児
童
作
品
展

が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
児
童
画

の
部
で
、
牛
滝
小
学
校
一
年
の

宮
部
正
徳
く
ん
が
、
青
森
県
知

事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

「
タ
イ
ヤ
と
び
」
と
題
し
た

宮
部
く
ん
の
作
品
は
、
ふ
だ
ん

タ
イ
ヤ
と
び
を
し
て
遊
ん
で
い

る
自
分
の
姿
を
描
い
た
も
の
で
、

図
画
の
部
で
二
、
九
〇
〇
点
の

応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の

で
す
。

▲等嘗しか胄部下徳くんの作品

大

好

評

／・「
海

峡

浪

漫
」

昨
年
八
月
、
佐
井
村
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
酒
と
し
て
製
造
発
売
さ

れ
た
「
海
峡
浪
漫
」
が
、
大
好

評
の
う
ち
満
一
周
年
を
迎
え
、

目
標
の
一
万
本
（

丁

ハ
リ
ッ

ト
ル
瓶
換
算
）
達
成
の
目
途
が

た
ち
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
去

る
八
月
十
六
囗
、
製
造
元
の
関



で
人
気
が
あ
り
ま
す
。

佐
井
村
で
も
、
二
年
前
か
ら

農
業
委
員
を
中
心
に
、
試
験
栽

培
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
こ

の
ほ
ど
「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
に

ニ
ト
ン
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

今
後
は
、
物
産
展
な
ど
で
試

食
会
を
行
な
い
、
村
民
へ
の
栽

培
の
普
及
と
、
消
費
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

軟
式
テ
ニ
ス
教
室
で
さ
わ
や
か
な
汗

む
つ
市
か
ら
「
大
畑
高
校
教

諭
」
貝
瀬
章
講
師
を
迎
え
、
初

心
者
対
象
に
よ
る
テ
ニ
ス
教
室

が
八
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日

の
両
日
匸

二
十
数
名

が
参
加
し

て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

快
晴
に
恵
れ
、
暑
い
日
射
し

の
中
で
、
青
空
に
ひ
び
く
ボ
ー

ル
の
音
を
背
に
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遠
く
は
、
む
つ
市
か
ら
大
畑
町
、

大
間
町

の
仲
間
も
参
加
し
て
く

れ
、
な
ご
や
か
な
ス
ポ
ー
ツ
交

流
も
で
き
た
教
室
と
な
り
ま
し

た
。コ

ー
ト
は
い
つ
で
も
使
用
で

き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
参

加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
四
十
回
青
森
県
青
年
大
会

が
平
賀
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
佐
井
村
か
ら
は
男
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
軟
式
野
球
、

卓
球
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ニ

回
戦
）

中
里
町
２
－

Ｏ
佐
井
村

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ニ

回
戦
）

三
戸
町
２
－

―
佐
井
村

軟
式
野
球
（
二
回
戦
）

中
里
町
８
－

１
佐
井
村

卓
球
団
体
戦
（
二
回
戦
）

東
北
町
３
－

２
佐
井
村

卓
球
個
人
戦

男
子

第
三
位

坂
本
芳
博

々

中
村
弘
喜

女
子

第
二
位

木
部
良
江

第
三
位

木
部
明
美

▲軟式テニス教室

牛 滝 地 区 に

子 ど も 会 が 誕 生

牛滝地区で、かねてから
準備委員会を設け、検討を
重 ねてきた「子ども会」が、
このほど発足 し、この夏、
ねぶた運行、キャンプなど
の活動を展開しました。

育成会役員並びに子ども
会役員は次の通りです。

Ｓ・・牛滝子ども会育成会

会 長 坂 井 文 明
副会長 宮 部 正 広

山 本 秀 志

書 記 竹 内 鋼
坂 井 千鶴子

会 計 坂 井 智 明
船 越 洋 子

世話人 竹 内 彦 三
中 西 等
中 西 洋 一
坂 井 篤
船 越 光 子
船 越 洋 子

Ｓ・・牛滝子ども会

会 長 船 越 京 子
副会長 長谷川 祥 子

竹 内 紘 子

晝 記 竹 内 尚 子
船 越 奈津子

会 計 中 西 友 徳

中 西 泰 寛

乃
井
酒
造
）
の
主
催
に
よ
る
「
太

鼓
と
三
弦
の
漁
火
「

Ｉ
モ
ニ
ー
」

が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

六
尺
太
鼓
の
「
打
出
」
を
皮

切
り
に
、
九
曲
が
演
じ
ら
れ
、

六
百
人
を
超
え
る
観
衆
が
、
夏

の
夜
に
響
く
太
鼓
と
三
弦
の
音

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
佐
井
村
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
酒
「
海
峡
浪
漫
」
を

ヨ
ロ
シ
ク
が
‥

１
海
峡
浪
慢

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

＝

全

国

に

向

け

て

発

送

＝

本
州
の
て
っ

ぺ
ん
か
ら
、
新

鮮
な
山
海
の
幸
を
直
送
し
ま
す
。

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業

の
今
年
度
第
二
回
目
の
発
送
式

が
、
九
月
二
十
日
に
ア
ル

ザ
ス

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
送
式
に
は
、
農
協
、
漁
協
、

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
、
商
工
会

な
ど
か
ら
約
百
人
が
参
加
。
と

ろ
ろ
昆
布
、
ほ
っ
け
み
り
ん
干

し
、
昆
布
よ
う
か
ん
の
ほ
か
、

筋
子
、
し
お
か
ら
、
ひ
ば
シ
ャ

ン
プ
ー
・
リ
ン
ス
、
ば
れ
い
し

ょ
の
キ
タ
ア
カ
リ
が
新
た
に
加

わ
り
、
十
品
目
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

郵
便
局
の
ト
ラ

″
ク
に
積
み

込
ま
れ
た
「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」

ふ
る
さ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
北

海
道
か
ら
九
州
は
鹿
児
島
ま
で
、

全
国
の
会
員
四
五
二
人
に
向
け

て
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲「ラブリーさい」発送式



国
保
の
し
お
り

健
康
づ
く
り
講
演
会

去
る
八
月
二
十
六
日
、
ア
ル

ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
弘

前
大
学
助
敦
授
松
下
清
子
先
生

を
講
師
に
「
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

健
康
づ
く
り
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、
現
代
生
活
と

運
動
、
ひ
と
の
一
生
、
筋
力
の

低
下
と
老
化
等
、
具
体
的
な
事

例
を
も
と
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
民
の
健
康
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
松
下
先
生

か
ら
考
案
し
て
い
た
だ
い
た
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ス
テ
ョ
ク
を

使
っ
た
「
ス
テ

。
キ
体
操
」
の

発
表
と
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
キ
体
操
は
、
さ
と
う

宗
幸
氏
作
詞
・
作
曲
の「
追
憶
」

に
合
わ
せ
、
ス
テ
。
ク
を
両
手

で
握
旦
屑
に
か
け
首
を
ま
わ
し

た
り
、
ス
デ
ッ
ク
を
支
え
に
し

て
ア
キ
レ
ス
け
ん
を
伸
ば
す
な

ど
の
軽
い
運
動
で
、
だ
れ
で
も

気
軽
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
、
日
常

生
活
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
前
の
準

備
運
動
等
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く

り
の
実
践
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
は
、
運
動
普
及

推
進
員
等
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
に
努

め
る
計
画
で
す
が
、
問
い
合
わ

せ
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
住
民

福
祉
課
ま
た
は
、
圉
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲ 眥 康づ くり 講 演 会

ゴ

ー
ル

ド
パ
ワ

ー
で

全
国

に

広
げ

よ

う

ス

テ
ッ

キ
体

操

／・

＝
ス
テ
ッ
キ
体
操
考
案
の
意
義
＝

弘前大学助教授

松下靖子先生

過
疎
化
と
共
に
人
口
の
高
齢

化
が
進
展
し
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
対
策
が
こ
れ
か
ら
の
村
づ

く
り
を
進
め
る
中
で
重
要
な
役

割
を
占
め
て
お
り
、
高
齢
化
す

る
社
会
に
あ
っ
て
、
老
人
が
自

信
と
誇
り
を
持
っ
て
社
会
参
加

で
き
る
環
境
を
造
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
み
な

さ
ん
が
毎
日
、
熱
心
に
励
ん
で

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ぺ
Ｉ
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
屈
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲

事

故

見

舞

金

制

度

で

大

き

な

安

心

▼

事
故
見
舞
金
制
度
と
は
、
出

稼
労
働
者
お
よ
び
留
守
家
族
の

し
あ
わ
せ
の
た
め
に
、
県
と
市

町
村
が
つ
く
っ
た
出
稼
協
会
で

行
う
互
助
制
度
で
す
。

出
稼
ぎ
し
て
い
る
方
や
、
こ

れ
か
ら
出
稼
ぎ
し
よ
う
と
す
る

方
は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま

す
。

加
入
し
た
方
は
、
出
稼
中
い

つ
、
ど
こ
で
災
害
に
あ
っ
て
も

見
舞
金

が
う
け
ら
れ
ま
す
。

掛
金
は
、
村
で
負
担
し
ま
す

の
で
無
届
で
就
労
さ
れ
て
い
る

方
、
こ
れ
か
ら
出
稼

ぎ
す
る
方

は
、
就
労
先
を
役
場

（
住
民
福

祉
課
、
住
民
係
）
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

▲
見
舞
金
早
見
表
▼

※
詳
し

に
、
住
民
福
祉
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。



お
り
ま
す
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
と

お
し
て
、
村
お
こ
し
の
一
躍
を

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望

も
あ
り
、
健
康
づ
く
り
と
合
わ

せ
全
国
で
初
め
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
用
ス
テ

。
ク
を
使
用
し
た
ス

テ
ッ
キ
体
操
を
弘
前
大
学
助
教

授
松
下
清
子
先
生
に
考
案
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ス
テ
ッ
キ
体
操
を
本
州

の
小
さ
な
漁
村
か
ら
全
国
に
広

め
て
い
く
と
い
う
ロ
マ
ン
を
も

ち
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

▼ステッキ体操の指導を受けるみなさん

・・・医療費の状況Ｓ・

〔６月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，９３６人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

人 院 ２１ ３８１ ９，２４７，２００ ４４０，３４３ ４，７７６

人 院 外 ８３８１，５８５１０，４８５，１４０ １２，５１２ ５，４１６

歯 科 １６４ ４１５ ２，０６５，４７０ ］２，５９４ １，０６７

薬剤の支給 ６９１０９回 ６４８，８４０ ９，４０３ ３３５

計 １，０９２２，４９０２２，４４６，６５０ ２０，５５６ １１，５９４

退職者医療 加入者数 ６４人

区 分 件数 日数 医 療 費 づ牛当医療費 一人当医療費

人 院 １ ２７ １，０４９，７３０ １，０４９，７３０ １６，４０２

入 院 外 ３３ ５７ ６０９，２８０ １８，４６３ ９，５２０

歯 科 ８ ２１ ７４，２６０ ９，２８３ １，１６０

薬剤の支給 ４ １１回 １１，４２０ ２，８５５ １７８

計 ４６ １１６ １，７４４，６９０ ３７，９２８ ２７，２６１

老人医療 対象者数 ４５３人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

入 院 ２２ ４４６ ７，３９３，５３０ ３３６，０７０ １６，３２１

人 院 外 ４３９１，１０４ ９，２９６，３１０ ２１，１７６ ２０，５２２

歯 科 ２２ ５７ ４０１，０４０ １８，２２９ ８８５

薬剤の支給 ４８ ６８回 ５３２，９１０ １１，１０２ １，１７６

施設療養費 １ ３０ ２２６，７７０ ２２６，７７０ ５０１

計 ５３２１，７０５１７，８５０，５６０ ３３，５５４ ３９，４０５

出稼ぎと国民年金国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
が
、
出
稼

ぎ
先
で
厚
生
年
金

に
加
入
す

る
と
、
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
か
ら
第
二
号

被
保
険
者
に
種
別
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
役
場
の
国
民
年

金
係
に
届
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
次
を
参
考
に
し
て
確

実
に
届
け
出
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
出
発
前
に
「
国
民
年
金
種
別

変
更
届
」
、
「
社
会
保
険
加
入
証

明
書
」
な
ど
の
用
紙
を
役
場
か

ら
取
り
寄
せ
て
お
く
。

・
出
稼

ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加

入
後
、
種
別
変
更
届
な
ど
必
要

事
項
を
記
入
し
、
家
族
ま
た
は

役
場
に
送
付
す

る
。

さ
ら
に
、
配
偶
者
が
健
康
保

険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
場
合

は
、
そ
の
配
偶
者
は
、
第
三
号

被
保
険
者
に
該
当
し
ま
す
の
で
、

「
第
三
号
被
保
険
者
該
当
届
」

も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
て
、
厚
生

年
金
を
や
め
た
と
き
は
、
ま
た

第
一
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す

の
で
、
再
度
種
別
変
更
の
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な

っ
て
い
た
配
偶
者
に
つ
い
て
も
、

同
様
で
す
。

必
要
な
こ
と
を
、
そ
の
と
き

に
し
て
お
か
な
い
と
、
将
来
の

不
利
益
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。国

民
年
金
に
関
す
る
届
け
出

義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
で
す
。

必
ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年

金
に
加
入
し
な
い
と
き
は
、
な

ん
の
届
け
出
も
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
家
族
で
出
稼
ぎ
す
る
な

ど
、
長
期
間
地
元
に
誰
も
い
な

く
な
る
場
合
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
、

保
険
料
の
割
引
が
あ
る
前
納
制

度
な
ど
を
利
用
す
る
と
、
便
利

で
安
心
で
す
。



多

数

の

出

品

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

第

八

回

佐

井

村

物

産

展

（
１０
月
２６
日
・
＆
日
）

津
軽
海
峡
文
化
館
ア
ル
ザ
ス

を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
第
八
回

佐
井
村
物
産
展
の
行
事
の
一
環

と
し
て
、
平
成
三
年
度
佐
井
村

農
林
水
産
物
共
進
会
が
行
わ
れ

ま
す
。

こ
の
一
年
間
、
村
民
の
み
な

さ
ん
が
苦
労
を
重
ね
て
作
っ
た

農
林
水
産
物
や
、
そ
の
他
収
穫

さ
れ
た
物
、
ア
イ

デ
ア
の
品
々

を
、
ど
し
ど
し
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
出
品
物
受
付
期
日
等

平
成
三
年
十
月
二
十
五
日
奕

の
午
前
中
ま
で
。

・
農
林
産
物
は
農
協
へ
、
水
産

物
は
漁
協
へ
、
そ
の
他
は
役

場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
出
品
要
領
・
規
格

・
出
品
物
に
は
名
札
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
村
内
に
居
住
す

る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
出

品
で
き
ま
す
。

・
出
品
規
格
は
表
の
と
お
り
。

・
出
品
物
は
、
原
則
と
し
て
返

却
し
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す

る
方
は
、
出
品
時
に
そ
の
旨

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
表

彰

出
品
物
は
審
査
し
、
優
秀
な

も
の
に
は
賞
状
及
び
賞
品
を

贈
り
ま
す
。

「

い

ま

大

切

な

民

間

社

会

福

祉

」

青
森
県
共
同
暮
金
会

佐
井

村

分

会

長

石

澤

多

佳

樹

平
成
三
年
度
赤
い
羽
根
共
同

募
金
が
、
十
月
一
日
か
ら
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

佐
井
村
分
会
で
は
、
毎
年
の

こ
と
な
が
ら
、
村
民
の
皆
様
か

ら
絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご
援
助

を
た
ま
わ
り
、
昨
年
度
は
目
標

額
四
二
五
、
五
〇
〇
円
に
対
し
、

六
七
九
、
七
六
八
円
の
義
援
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
社
会
福

祉
は
、
行
政
サ
イ
ド
の
税
金
を

財
源
と
す
る
も
の
と
、
民
間
サ

イ
ド
の
住
民
の
善
意
の
お
金
と

心
の
助
け
あ
い
に
よ
る
も
の
が

両
輪
と
な
っ
て
、
福
祉
社
会
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

福
祉
制
度
は
充
実
し
た
と
は

い
え
、
私
た
ち
の
周
囲
に
は
、手

を
差
し
の
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

出
費
多
端
の
折
、
誠
に
恐
れ

入
り
ま
す
が
、
赤
十
字
奉
仕
団

の
団
員
が
、
募
金
の
お
願
い
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
そ
の
節

は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

共
同
募
金
は
、
ど
こ
ま
で
も

み
な
さ
ん
の
任
意
の
寄
付
金
で

す
。
そ
の
点
を
十
分
ご
了
解
い

た
だ
き
ま
し
て
、
で
き
る
限
り

善
意
の
浄
財
を
ご
寄
付
く
だ
さ

る
よ
う
、
謹
ん
で
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

出品 規格



平成２年度における
佐井村への配分金の内訳

・春季季節保育所

……２３，１００円

・秋季季節保育所

……３２，４００円

・年末見舞金（１人暮し老人，

精薄者） ……１５９，０００円

・老人クラブ育成補助

……５０，０００円

・母子福祉活動補助

……３０，０００円

・手 をつなぐ親の会活動補助

……３０，０００円

・民生委員 ・児童委員活動補

助 ‥…・３０，０００円

不安や心配は増すばかり

「
結
婚
し
な
い
か
も
し

れ
な
い
症
候

群
」
の
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、
い
ま
や

「
妊
娠
」
が
結
婚
に
踏
み
切
る
大
き
な

動
機
付
け
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

珍
し
く
な
い
”

花
嫁
は
妊
娠
中
”

平
成
三
年
二
月
十
五
日
付
の
朝

日
新
聞
紙
上
で

、
女
優
の
桃
井

か

お
り
さ
ん
が
、「
あ
た
し
な
ん
か
、

処
女
で

お
嫁
に
い
け
、
と

い
わ
れ

た
最
後
の
世
代
」
と
語
っ
て
い
た

の
は
、

ポ
ン
ド
で

す
。

電
話
相
談
や
デ
パ
ー
ト
の
マ
タ

ユ
テ
ィ
用
品
売
り
場
の
来
客
状
況

を
み
て
も
、
ま
し
て
や
結
婚
式
場

で
の

お
世
話
係
が
、
花
嫁

さ
ん
が

「
妊
娠
中
」
と
聞

い
て
も
、
も
う

特
別
な
表
情
な
ど
し
な
い
く
ら
い
、

ゴ
ク
ゴ

ク
当
た
り
前
の
こ
と
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

情
報
過
多
に
振
り
回
さ
れ
が
ち

も
ち

ろ
ん
、
結
婚
し
て
か
ら
妊

娠
と
い
う

。運
び
”
を
望
ん
で

い

る
方
が
、
依
然
と
し
て
多

い
の
は
事
実

で
す
。

と
は
い
え
、
妊
娠
し
た
／・

と

い
う

こ
と
に
対
し
て
の
「
女
性
の
不
安
や
心

配
」
は
、
昔
も
い
ま
も
変
わ
っ
て

い
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
不

安
度
は
増
し
た
と

い
え

る
で

し
ょ
う
。

そ
の
主
な
不
安
と
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

圉

い
わ
ゆ
る
情
報
過
多
と

い
わ
れ

る
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す

る
医
学
情
報
に
振
り
回

さ
れ
が
ち

な
こ
と
。

圜
独
身
時
代
の
生
活
…
…
お
酒
も

飲
ん
だ
。
た
ば
こ
も
吸
っ
て
い
た
。

旅
行
に
残
業
、
仕
事
（
特
に
Ｏ
Ａ

機
器
関
係
）
な
ど
な
ど
の
赤
ち
ゃ

ん
へ
の
影
響
（
妊
娠
の
継
続
は
大

丈
夫
？
）
。

圓
近
年
の
よ
う
に
少
子
出
産
時
代

で
は
、
職
場
で

は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
身
の
回
り
で

妊
娠
し
て

い
る

女
性
を
、
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な

い
（
自
分
の
母
親
が
妊
娠
し
て
い

る
姿
だ
っ
て
、
兒
だ
こ
と
が
な
い
人
が

多
い
の
で
す

か
ら
）
。

一
人
で

悩
ん
で
い
る
女
性
が
多
い

こ
の
た
め
、
妊
娠
し
た
女
性
は
、「
ど

う
生
活
し
た
ら
い
い
の
か
皆
目
見
当
が

つ
か
な
い
」
と
、
困
惑
気
味
で
す
。
ま

し
て
や
、「
夫
に
聞
い
て
も
分
か
る
訳
で

は
な
し
」
と
、
一
人
で

悩
ん
で

い
る
の

で

す
。

そ
う
し
た
女
性
た
ち
が
、
ま
ず
出
会

う
の
が
産
婦
人
科
医
、
そ
し
て
電
話
相

談
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

マ
タ
ユ
テ

ィ
電
話
相
談
を
十
五
年
続
け
て
き
た
私

か
ら
、
夫
で

あ
る
男
性
に
希
望
す

る
こ

と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
妊

娠
し
た
女
性
に
対
す

る
、
私

か
ら
夫
へ

の
三
つ
の
お
願
い
を
次
号
で

。

きのこ採りの遭難事故をなくそうＺ／

爽やかな秋晴れの空、日毎に色づく木々の紅葉、いよいよ『きのこ採り』の

シーズンがやってきました。

しかし、マイカーの普及と林道の整備により、手軽に山奥まで入れることか

ら、安易な気持ちで入山して道に迷ったり、崖から転落するなどの遭難事故が

毎年、後を絶ちません。

例年の【きのこ採りによる遭難事故】をみると、高齢者による無理な行動や

天候を無視した行動が目立ちます。

ひとたび遭難事故が起きると、捜索活動に当たる多くの人々に迷惑をかける

ばかりでなく、捜索費用も原則として本人または家族が負担することになりま

す。

きのこ採りを安全に楽しくするために「入山心得１０章」をよく守って遭難事

故にあわないようにしましょう。 －
⌒

「 入 山 心 得 １０章 」

田 天気予報をよく確かめる。

（２） 雨衣、マッチのほか食料を多目に持つ。

（３） 家族などに、入山場所・帰宅時間・同行者

などを知らせておく。

（４） 地理のわからない山には入らない。

（５１ 自分の体力にあった行動をする。

（６）団体のときは、集合時間 一場所・コースな

どをよく打合せ、必ず守るようにする。

〔７〕 山に入ったら、お互いに呼びあって、位置

を連絡し合う。

（８） 天候が悪くなりそうなときは、早めに切り

上げる。

（９） 道に迷ったら無理に歩き回らず、小枝を燃

やすなどして救助隊に知らせる方法をと

る。
００１ 帰宅時間を過ぎても帰らないときは、警察

に知らせる。 ＿

事件事故は
１１０ 番 大間警察署 ３７－２２１１



赦
育
だ
よ
う

第４１回
「
下
北
美
術
展
」
に
大
量
入
選

む
つ
・
下
北
管
内
の
小
学
校

六
十
校
、
中
学
校
二
十
三
校
か

ら
、
絵
画
、
版
画
、
書
道
の
部

に
約
四
千
点
の
作
品
が
応
募
さ

れ
た
、
第
四
十
一
回
下
北
美
術

展
に
お
い
て
、
佐
井
村
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
児
童
・
生
徒
が
入

選
・
入
賞
し
ま
し
た
。

入
選
・
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、

十
月
十
日
水
に
ア
ル
ザ
ス
に
展

示
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
お

さ
そ
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

【
絵

画

の

部
】

（
小
学
校
一
年
生
）

▼
特
選

原
田
小
学
校

佐
藤

俊
彦

牛
滝
小
学
校

宮
部

正
徳

▼
準
特
選

原
田
小
学
校

佐
藤

真
彦

▼
佳
作

長
後
小
学
校

内
田

智
子

▼
入
選

磯
谷
小
学
校

新
田

敏
幸

牛
滝
小
学
校

坂
井

健
人

ク

竹
内

学

（
小
学
校
二
年
生
）

▼
特
選

牛
滝
小
学
校

竹
内

信
子

▼
準
特
選

牛
滝
小
学
校

船
越

一
也

々

竹
内
か
お
り

▼
佳
作

原
田
小
学
校

池
田

彩
子

▼
入
選

原
田
小
学
校

加
藤
裕
美
子

牛
滝
小
学
校

船
越

幸
子

磯
谷
小
学
校

佐
々
木
宏
子

佐
井
小
学
校

宮
野

聖
子

（
小
学
校
三
年
生
）

▼
佳
作

牛
滝
小
学
校

大
畑

恭
平

原
田
小
学
校

下
斗
米

満

▼
入
選

牛
滝
小
学
校

坂
井

千
雪

佐
井
小
学
校

七
戸
宗
一
郎

（
小
学
校
四
年
生
）

▼
佳
作

佐
井
小
学
校

能
登

晶
博

▼
入
選

原
田
小
学
校

東
出

和
喜

ク

石
黒

智
幸

福
浦
小
学
校

田
中

和
美

牛
滝
小
学
校

坂
井

麻
子

ク

宮
部

克
徳

牛
滝
小
学
校

竹
内
由
香
理

（
小
学
校
五
年
生
）

▼
佳
作

原
田
小
学
校

藤
田

良
平

▼
入
選

原
田
小
学
校

金
沢
留
美
子

（
小
学
校
六
年
生
）

▼
準
特
選

原
田
小
学
校

滝
本

美
雪

▼
佳
作

佐
井
小
学
校

館
脇

文
子

▼
入
選

福
浦
小
学
校

田
中

直
子

原
田
小
学
校

新
田

貴
史

ク

佐
藤

正
美

佐
井
小
学
校

能
登
裕
美
子

ク

藤
田

和
也

ク

川
畑

徳
吉

ク

竹
本

静
佳

（
中
学
校
一
年
生
）

▼
特
選

佐
井
村
中
央
公
民
館
選

俳

句

佐
井

中
学
校

３
年
Ａ
組

石
戸

章
英

花
散

り
て
姿

め
だ
た

ぬ
枝

桜

〈
葉

ば
か
り
残
っ

た
も
の
を
、

葉
桜

の
二

字

で
あ
ら

わ
し

ま
す
〉

太
田

大
樹

春
風

に
松

の
花

粉

が
舞

い
に
け
り

大
畑

貴
樹

ふ

と
見

る
と
池

の
周
り

の
タ
ン

ポ

ポ
よ

岡
村

貴
樹

流
れ
星
夜

空
に
見
え

る
星
空
よ

〈
流

れ
星

・
流
星
・

星
飛

ぶ
・

星

流

る
…

…
な

ど
秋

の
季
。
夜
空
、

星
空
…
は
入

り
ま
せ

ん
〉

加

賀

紀
人

青
い
山
鳥

の
さ
え

ず
り
こ
だ

ま
す

春

の
日
に
俳
句

作
り

に
外

へ
出

る

竹
内

博
人

桜

よ
り
春

に
似
合
う

も
の
は
な
し

田
中

由
春

雨

に
濡

れ
咲

き
乱

れ
る
は
庭
つ

つ

中
村

優
雄

春
風

や
草
木

ゆ
れ
ゆ
く
夏

近
し

中
村

正
美

桜
舞
い
風
に
運
ば
れ
手
に
の
れ
り

新
田

明
文

木
が
芽
吹
き
燕
が
飛
ん
で
風
光
る

原
子

博
文

水
馬
や
水
面
を
照
ら
す
光
り
中

藤
田

孝
之

風
そ
よ
ぎ
鳥
が
さ
え
ず
り
山
青
し

松
谷

武

春
の
海
飛
び
交
う

鴎
佐
井
の
浜

真
鍋

久
男

桜
散
り
夏
の
訪
ず
れ
も
う
近
し

宮
野

直
樹

春
來
た
る
朝
の
日
差
し
の
ま
ぶ
し

け
り

古
川

勉

さ
わ
や
か
な
春
の
陽
気
に
ふ
と
一

句

阿
部

香
織

ふ
と
見
れ
ば
花
タ
ン
ポ
ポ
が
窓
の

外

大
畑

恭
子

初
夏
の
風
木
々
の
緑
を
ゆ
ら
す
か

な

加
藤
久
美
子

芝
桜
輝
く
隅
の
陽
だ
ま
り
に

川
岸
三
喜
子

春
な
の
に
せ
っ
せ
と
働
く
蟻
達
が



佐
井
中
学
校

山
本

大
輔

▼
準
特
選

牛
滝
中
学
校

大
畑

隆
道

▼
佳
作

磯
谷
中
学
校

横
浜

和
志

▼
入
選

磯
谷
中
学
校

横
浜

一
男

牛
滝
中
学
校

船
越

貴
幸

（
中
学
校
二
年
生
）

▼
特
選

牛
滝
中
学
校

竹
内

公
市

▼
準
特
選

佐
井
中
学
校

小
向

誠

牛
滝
中
学
校

竹
内

尚
子

▼
佳
作

磯
谷
中
学
校

東
出

哲
也

牛
滝
中
学
校

竹
内

貴
広

▼
入
選

磯
谷
中
学
校

福
田

誠

ク

横
浜

篤
史

佐
井
中
学
校

渋
田

昌
嗣

ク

エ
藤

寛
顕

々

辻

裕
樹

ク

山
口

健
二

（
中
学
校
三
年
生
）

▼
特
選

牛
滝
中
学
校

中
西

友
徳

▼
準
特
選

牛
滝
中
学
校

船
越

京
子

▼
佳
作

牛
滝
中
学
校

浜
野

英
則

ク

坂
井

一
巳

▼
入
選

磯
谷
中
学
校

新
田

真
生

牛
滝
中
学
校

長
谷
川
祥
子

ク

竹
内
由
起
子

【
版

画

の

部
】

（
小
学
校
三
年
生
）

▼
佳
作

原
田
小
学
校

池
田

貴
子

▼
入
選

原
田
小
学
校

石
黒

智
幸

（
小
学
校
四
年
生
）

▼
入
選

原
田
小
学
校

藤
田

良
平

（
小
学
校
六
年
生
）

▼
準
特
選

原
田
小
学
校

加
藤

修

▼
入
選

原
田
小
学
校

加
藤

直
之

「
書

道

の

部
」

（
小
学
校
二
年
生
）

▼
入
選

原
田
小
学
校

｛
呂
田

大
輔

（
小
学
校
三
年
生
）

▼
佳
作

原
田
小
学
校

田
中

育
美

（
小
学
校
四
年
生
）

▼
準
特
選

原
田
小
学
校

池
田

貴
子

々

石
黒

智
幸

▼
入
選

牛
滝
小
学
校

坂
井

麻
子

ク

中
西

伸
吾

（
小
学
校
五
年
生
）

▼
準
特
選

原
田
小
学
校

藤
田

良
平

▼
入
選

長
後
小
学
校

内
田

貴
生

ク

滝
本
奈
津
子

原
田
小
学
校

金
沢
留
美
子

（
小
学
校
六
年
生
）

▼
佳
作

原
田
小
学
校

滝
本

美
雪

ク

佐
藤

正
美

▼
入
選

福
浦
小
学
校

田
中

直
子

長
後
小
学
校

池
田

陽
子

佐
井
小
学
校

佐
賀

彩
子

（
中
学
校
一
年
生
）

▼
入
選

磯
谷
中
学
校

田
中

健

（
中
学
校
二
年
生
）

▼
入
選

磯
谷
中
学
校

福
田

誠

第２ ２ 回

下 北 美 術 展

（一 般・高 校の 部）

作 品 を 募 集 し ま す

下北地方公民館連絡協議

会では、第２２回下北美術展

（一般・高校の部）の作品

を次により募集します。

Ｓ・種 別

①絵画 ②書道 ③写真

卜・出品資格

むっ市並びに下北郡内に

在住、 または勤務するもの

及び高校生

Ｓ・作品規定

作品は未発表のものに限

る。

・・問い合せ

その他、応募に関する詳

しいことは、佐井村教育委

員会 Ｏ ３８－４５０６） または

むっ市公民館（０２２－８４１８）

に問い合せください。

木
部

め
ぐ
み

桜
散

る
そ
の
吹

く
風

は
夏

の
風

佐

藤
美
保
子

夏
近

し
春
の
向

こ
う
に
日

が
沈
ね

七

戸

賢
枝

緑
濃
き
夏

山
遠

く
に
今
向

か
う

竹
内

英
子

夏

の
海
キ

ラ
キ
ラ
光

り
広

が
れ
り

中
村

訓
子

タ
ン

ポ
ポ
の
綿

が
飛

ぶ
飛

ぶ
ふ

わ

ふ

わ
と

根
岸

真
貴
子

夏

の
空
青

さ
に
心

も
澄

み
渡

る

東
出

か
お
り

受

験
生

パ
ジ
ャ
マ
着

れ
な

い
夜

も

あ

る

宮

田
絵
里

千

タ
ン

ポ
ポ
の
わ

た
い
ず
こ

に
か
当

も
な
し

（
原
作

の
綿
帽
子

は
冬
）

宮

野
奈
々
子

春
光

に
希
望

ふ
く

ら
む
我

が
心

若
山

優
子

春
風

を
頬
に

感
じ
て
目
を

閉
じ

る

若
山

依
子

春

の
道
草
花

の
緑
あ
ふ

れ
け
り

歩

く
道
周
り

の
春
草
シ
ュ
ル

シ
ュ

ル

と

（
３
年
Ａ
組
以

上
）

中
谷
サ
ッ

ヱ

朝
霜

や
時
告

げ
寺

の
鐘
ひ

び
く

麗

け
し
洋
楽

響
く
昼
時

報

滝
壺
へ
下
る
足
元
女
郎
花

萩
の
花
斜
面
に
乱
る
る
峠
道

爽
涼
と
お
釜
の
色
や
蔵
王
山

木
村
さ
ち
子

砂
に
書
く
心
の
う
ち
を
波
が
消
し

展
望
所
人
影
の
な
し
海
は
秋

朝
顔
や
若
き
・日
の
恋
淡
き
色

咲
き
香
る
は
ま
な
す
真
向
う
日
本

海故
郷
の
砂
山
埋
め
し
錢
魂
花

三
上

敏

草
刈
り
て
偲
ぶ
も
の
あ
り
今
も
尚

と
き
め
き
は
猶
残
り
け
り
遠
花
火

紅
さ
し
て
流
し
踊
り
や
盆
の
月

記
憶
み
な
薄
れ
ゆ
く
ま
ま
秋
兆
す

川
岸
キ
ヨ
子

病
棟
の
絨
緞
重
し
病
め
る
夏

点
滴
に
苛
ま
れ
つ
つ
夏
深
む

遠
花
火
ガ
ラ
ス
に
写
る
泣
き
黒
子

退
院
日
窓
に
遠
山
の
緑
さ
す

西
谷

豊
彦

碑

に
落
葉
し
ぐ
れ
の
重
ね
音

苔
む
し
て
色
な
き
風
や
要
吉
碑

き
し
き
し
と
茗
荷
を
洗
う
沢
の
水

上
山

実

大
広
間
の
テ
ー
ブ
ル
一
つ
夏
座
敷

稲
の
穂
の
乱
れ
揺
れ
い
る
終
戦
日

悔
一
つ
詫
び
る
墓
参
の
終
戦
日

田
名
部
ヒ
サ

喚
声
の
Ｉ
瞬
花
火
い
の
ち
絶
つ



保健婦だより

４０歳からの

健康週間

成人病を
寄せつけない
生活習慣を

万
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
成
人
病
は
、
四
十
譫
頃
か
う

発
痙
率
づ
局
く
な
っ
て
き
ま
す
。
健
康
匸
い
き
い
き
と
過
ご
す
に

は
、
こ
の
成
人
病
を
予
防
す
る
こ
と
万
重
貲
な
ポ
イ
ン
ト
匚
な
つ

ま
ず
。
成
人
病
は
、
生
来
の
体
質
な
ど
も
多
少
影
響
し
ま
す
が
、

そ
の
大
部
分
は
、
良
事
や
運
動
、
休
養
な
ど
、
日
頃
の
生
活
習
慣

と
深
い
関
わ
つ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

四

十

歳

が

成

人

病

年

齢

と

呼

ば

れ

る

理

由

人
は
誰
で
も
年
を
と
る
に
つ

れ
、
気
力
や
体
力
の
衰
え
を
自

覚
し
始
め
ま
す
。
同
様
に
自
覚

症
状
は
な
い
も
の
の
、
か
ら
だ

の
機
能
も
徐
々
に
衰
え
を
み
せ

て
き
ま
す
。
成
人
病
は
、
こ
の

よ
う
に
心
身
の
若
さ
が
か
げ
り

を
み
せ
始
め
る
時
期
に
、
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、
だ
い
た
い

四
十
歳
前
後
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

生

活

の

悪

影

響

が

成

人
病

の
Ｊ
尹

を

育
て

る

し
か
し
、
誰
も
が
四
十
歳
頃

に
な
る
と
成
人
病
に
か
か
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
人
病

は
別
名

。生
活
習
慣
病
”
と
も

い
わ
れ
る
く
ら
い
、
日
常
の
生

活
習
慣
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
遺
伝
な
ど
生
来
の

体
質
が
成
人
病
発
症
を
左
右
す

る
要
因
で
す
が
、
そ
れ
に
加
え

て
生
活
習
慣
か
ら
受
け
る
影
響

も
無
視
し
え
な
い
と
い
わ
れ
ま

す
。
成
人
病
の
芽
を
育
て
開
花

さ
せ
る
か
、
芽
の
う
ち
に
つ
み

と
っ
て
し
ま
う
か
は
、
長
年
繰

り
返
し
て
き
た
生
活
の
悪
習
慣

を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

１
日
火

７
日

康
相
談
日

１４
日

ス
付
時
間

２２
日

犬
一

づ
前
９

～
１２

２８
日
㈲

場
所

役
場

健
康
相
談
室

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

１０
團

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

時
間

午
前
９
時
～
午
後
３

時

場
所

ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い

ホ
ー
ル

１４
日
㈲

磯
谷
地
区
看
護
教
室

食
生
活
講
習
会

時
間

午
後
６
時
３０
分
～
午

後
８
時
３０
分

場
所

磯
谷
漁
民
セ
ン
タ
ー

２２
日
天

リ
（

ビ
リ
教
室

時
間

午
後
１
時
～
３
時

場
所

ア
ル
ザ
ス

２３
日
天

矢
越
地
区
看
護
教
室

食
生
活
講
習
会

時
間

午
前
１０
時
～
午
後
２

咋

場
所

矢
越
生
活
改
善
セ
ン

２５
日
窗

乳
児
相
談
及
び
離
乳

食
実
習

対
象

平
成
３
年
２
月
～
６

月
生

時
間

午
前
１０
時
～
正
午

場
所

役
場
セ
ン
タ
ー
和
室

２６
日
出

健
康
展

２７
日
㈲

（
物
産
展
併
設
）

場
所

ア
ル
ザ
ス

内
容

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

３１
日
米

福
浦
地
区
看
護
教
室

食
生
活
講
習
会

時
間

午
前
１０
時
～
午
後
２

時

場
所

福
浦
生
活
改
善
セ
ン

目の愛護デー
（１０月１０日）



成人病にねらわれやすい人

健康診断を受けて

いない人

家族にがんや脳卒

中、心筋梗塞、糖

尿病などがある大

睡眠不足が続いて

いる大

ストレスに弱い大

タバコを吸いすぎ

る大

血圧の高い人

太りすぎの人

運動不足の人

健康に無関心で充

実した健康感がな

い人

野菜嫌いの人

生活か不規則な人

何事に対しても積極性に欠ける人

●栄養の偏り、不規則な食事、運動不足、ス

トレスなど、悪い生活習慣が積み重なって、

徐々に成人病はつくられていく。

健

康

的

な

生

活

習

慣

身
に
っ
け
て
い
ま
す
か
？

左
図
に
示
し
た
二
十
七
項
目

は
、
す
べ
て
日
常
生
活
に
関
わ

り
の
あ
る
も
の
で
す
。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
で
答
え
、
全
部

答
え
終
わ
っ
た
ら
、
そ
の
点
を

線
で
つ
な
い
で
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
答
え
に
Ｃ
が
多
い
ほ
ど
、

生
活
習
慣
に
問
題
が
少
な
い
の

で
、
ぜ
い
肉
の
な
い
、
ス
リ
ム

な
姿
に
な
り
ま
す
。

Ａ：はい Ｂ：のきどき、どちらともいえない Ｃ：いいえ

今 すぐ 始 め たい 生 活 習慣 を 変 え る 五つ の 提 案

生活習慣はある種 ブヤ、、のようなもの。悪いと知りな

がら、ついやっこしまう。長年箝口ついとフセを朧寸口は、

あ廿らず、じっくり、なおかつ強い意志が必要。途中でギ

ブアップしないよう周囲の逖かい協力も大切です。

提案１

健゙康不安″の原因をよく考えてみる

成人の８０％近くがいまの自分を「健康

だ」と感じながらも、７５％は何らかの不

安を抱いている。という厚生省の調査を

前述しました。体力の衰え、かんへの恐

怖、ストレス、肥満など、自分にとって

何か 健゙康不安″なのか、ますその原因を

よくみきわめることか大切。

Ｃ提案２

よくない生活習慣は自分で直すという意

欲と責任をもつこと

健゙康不安″の原因をみきわめたら、そ

れを放置しないで、解消していこうとい

う意欲と責任をもつこと。これかないと、

たとえば禁煙を始めても、上役にタバコ

をすすめられてとか義理のためになどと

理届をつけて、また吸い始めるようにな

ります。

７提案３

手軽なものからまず１つだけ実行

１度にいろいろなことを始めようとし

たり、目標をあまり高くもちすぎないこ

とも大切。禁煙なら禁煙に徹し、食事か

おいしくなることからくる多少の太りす

ぎは気にしない。

提案４

－

生活習慣の改善は人生観さえ変える

禁煙か成功すれば、なんとなくからだ

が軽くなり、からだを動かしたくなって

スポーツを始め、そのスポーツか交友の

輪を広げ、趣味をもつようになるなど、

生活習慣を変えることは、人生観さえ変

える力をもっています。

提案５

家族みんなが協力し合う

食事の内容を肉食中心から魚・野菜中

心にする、起床時間を３０分早める、スポ

ーツクラブの会費を家計に組み込むなど、

生活の改善は家族みんなの力かなければ

できません。よく話し合って、家族全員

の協力か得られるようにしましょう。



健
康
情
報
④

「

ダ

ニ

と

ア

レ

ル

ギ

ー

を

考

え

る

に

家
の
中
の
ダ
ニ
ガ
ゼ
ん
そ
く
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
を
起

こ
可
大
き
な
原
因
口
な
っ
て
い
ま
す
。

夕

ぽ

昔
か
已
賺
わ
拉
も
の
の
代
名
詞
で
し
た
。
夕
二
の
中
口

ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の
原
因
口
な
る
種
類
ガ
レ

る
こ
と
が
杓
か
っ
た
の
は
匸

く
最
近
の
こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
種
類
は
、
生
き
た
ダ
ニ
だ
け
で
な
く
、
死
ん
だ
ダ

ニ
や
、
そ
の
カ
ケ
ラ
、
フ
ン
ま
で
が
原
因
こ
は
る
匸
と
が
杓
か
っ

て
き
ま
し
た
。

日
本
の
住
宅
は
、
最
近
、
冷
暖
房
万
発
達
し
、
気
密
性
づ
価
く

な
つ
ま
し
た
。
人
口
快
適
温
環
境
は
、
ダ
コ

貼
住
み
や
可
い
の
で
、

そ
且
ガ
ゾ
ニ
を
増
几
や
可

く
し
て
い
ま
す
。
家
庭
の
ダ
ニ
対
策
け
、

匸
机
か
弓
右
重
要
な
問
題
口
な
つ

量
っ
で
寸
。

Ｑ
Ｉ

人
に
害
を
与
え
る
の
は

ど
ん
な
ダ
ニ
で
す
か

Ａ

ダ
ニ
は
世
界
で
二
万
種
類

以
上

も
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
実
態
が
完
全
に
明
ら
か
に

な
っ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

そ
の
う
ち
人
に
有
害
な
の
は
ご

く
一
部
だ
け
で
す
。

カ
ー
ペ
ッ
ト

や
畳
に
た
ま
っ

た
チ
リ
を
集
め
、
よ
く
調

べ
て

み
る
と
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
ダ

ニ
が
見
つ
か
り
ま
す
。
ケ
ナ

ガ

コ
ナ
ダ
キ
、
ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
類
、

サ
サ
ラ
ダ
ニ
類
、
ニ
ク
ダ
ニ
類
、

ツ
メ
ダ
ニ
類
、
ホ
コ
リ
ダ
ニ
類

な
ど
で
す
。
（
図
１

）

こ
の
う
ち
ぜ
ん
そ
く
や
皮
膚

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
原
因
に
な

る
の
は
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ダ
ニ
、
ツ
メ

ダ
ニ
な
ど
数
種
類
で
す
。
な
か

で
も
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ダ
ニ
が
最
も
重

要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ダ
ニ
た
ち
は
０
．
３
ミ
リ
か
ら
０
。
４

ミ
リ
の
非
常
に
小
さ
い
ダ
ニ
で

肉
眼
で
は
ほ
と
ん
ど
目
に
つ
き

ま
せ
ん
。

室
内
で
電
気
掃
除
機
が
吸
い

取
っ
た
チ
リ
の
中
の
ダ
ニ
を
調

べ
て
み
る
と
、
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ダ
ニ

が
非
常
に
多
く
、
時
に
は
九
割

以
上
も
占
め
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
家
庭
に
ぜ
ん
そ
く
患

者
が
あ
る
と
き
、
こ
の
ビ
ョ
ウ

ヒ
ダ
ニ
の
数
の
増
減
と
、
患
者

の
ぜ
ん
そ
く
発
作
の
頻
度
が
比

例
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま

す
。ヒ

ョ
ウ
ビ
ダ
ニ
は
チ
リ
ダ
ニ

と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、
そ
の
な

か
で
コ
ナ
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ダ
ニ
と
ヤ

ケ
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ダ
ニ
が
最
も
ぜ
ん

そ
く
を
起
こ
し
や
す
い
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ダ
ニ

と
い
う
場
合
に
は
、
主
に
こ
の

二
種
類
の
こ
と
を
い
う
こ
と
に

し
ま
す
。

ダ
ニ
に
よ
る
ぜ
ん
そ
く
は
、

死
ん
だ
ダ
ニ
の
カ
ケ
ラ
、
フ
ン

な
ど
も
原
因
に
な
る
の
で
、
た

だ
ダ
ニ
を
退
治
し
た
だ
け
で
は

解
決
せ
ず
、
や
っ
か
い
な
存
在

で
す
。

ダ
ニ
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性

の
疾
病
は
ぜ
ん
そ
く
ば
か
り
で

は
な
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

や
眼
の
結
膜
ア
レ
ル
ギ
ー
、
そ

れ
に
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
も

深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
し

か
も
ダ
ニ
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー

は
他
の
原
因
に
よ
る
場
合
よ
り

か
な
り
多
い
こ
と
が
、
わ
か
り

ま
し
た
。（
図
２
）

Ｑ
２

ダ
ニ
た
ち
が
好
ん
で
住

み
つ
く
場
所
は
ど
こ
で
す
か

Ａ

ず
二
の
好
き
な
食
べ
物
は

人
の
垢
や
フ
ケ
な
の
で
、
そ
れ

ら
の
チ
リ
が
た
ま
り
や
す
い
場

所
を
ダ
ニ
は
奸
み
ま
す
。

た
と
え
ば
力
１
ぺ
。
卜
を
敷

い
て
い
る
部
屋
で
は
、
家
具
の

下
の
よ
う
な
と
こ
ろ
よ
り
も
、

部
屋
に
出
入
り
す
る
通
り
道
、

人
が
い
る
こ
と
の
多
い
部
屋
の

ま
ん
中
あ
た
り
で
活
動
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
力
１
ぺ
。
卜
と
畳
を
比

べ
る
と
、
力
１
ぺ
。
卜
の
ほ
う

が
ダ
ニ
の
活
動
が
で
き
る
空
間

が
多
い
の
で
、
ダ
ニ
に
良
い
環

境
と
な
り
ま
す
。
と
く
に
畳
の

上
に
カ
ー
ベ
ヨ
ト
を
敷
い
た
と

き
は
湿
気
が
多
く
な
り
、
ダ
ニ

に
最
適
の
住
み
場
所
に
な
り
ま

す
。ぜ

ん
そ
く
患
者
の
い
る
家
庭

で
は
力
１
ぺ
。
卜
は
使
わ
な
い

ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
布
団

に
住
み
つ
い
た
ダ
ニ
も
問
題
に

な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
布
団
も
新
し
い
う
ち
は
も

ち
ろ
ん
ダ
ニ
は
い
ま
せ
ん
が
、

二
、
三
年
だ
つ
と
ダ
ニ
の
格
好

の
住
み
家
に
な
っ
て
き
ま
す
。

（
図
３
）

布
団
は
体
が
し
か
に
接
触
す

る
の
で
、
ダ
ニ
の
住
み
や
す
い

温
度
や
湿
度
に
な
る
う
え
、
ふ

つ
う
掃
除
や
せ
ん
た
く
を
す
る

機
会
が
少
な
い
の
で
、
ダ
ニ
が

ま
す
ま
す
繁
殖
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
使
う
人
が
増
え
ま

し
た
が
、
や
は
り
掃
除
の
行
き

と
ど
か
な
い
マ
ヨ
ト
や
、
マ
ッ

ト
の
下
な
ど
の
チ
リ
に
ダ
ニ
が

た
く
さ
ん
住
ん
で
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
盲
点
に
な
り
や

す
い
の
が
子
供
の
大
好
き
な
ぬ

い
ぐ
る
み
で
す
。
子
供
が
い
つ

も
抱
い
て
い
る
う
ち
に
ダ
ニ
が

増
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
寝
具
や
室
内
の
清
掃
を
十

分
に
し
た
の
に
、
ぜ
ん
そ
く
の

発
作
が
止
ま
ら
ず
、
よ
く
調
べ

て
み
た
ら
原
因
は
、
ぬ
い
ぐ
る

み
だ
っ
た
と
い
う
例
が
よ
く
あ

り
ま
す
。

Ｑ
３

ダ
ニ
退
治
し
、
繁
殖
を

防
ぐ
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

かＡ

掃
除
は
ダ
ニ
の
被
害
を
防

ぐ
簡
単
で
、
し
か
も
最
も
有
効

な
方
法
の
一
つ
で
す
が
、
通
り

い
っ
ぺ
ん
の
掃
除
で
は
ダ
メ
で

す
。
畳
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
表
面

の
チ
リ
や
ダ
ニ
を
除
く
だ
け
で

は
、
内
部
に
ひ
そ
ん
で
い
る
た

く
さ
ん
の
ダ
ニ
や
チ
リ
を
取
り

去
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
。
こ
ま
め
に
、
そ
し
て
念
を

入
れ
て
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

エ
ア
コ
ン
の
普
及
に
よ
っ
て

夏
、
冬
と
も
部
屋
を
閉
め
切
り

換
気
を
す
る
こ
と
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
湿
気
を
屋

内
に
た
め
て
、
ダ
ニ
を
繁
殖
し

や
す
く
し
て
い
ま
す
。
晴
れ
た

日
は
十
分
換
気
を
し
て
、
室
内

の
湿
気
を
追
い
は
ら
っ
て
く
だ



さ
い
。
最
近
、
畳
干
し
を
す
る
家

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
畳
を
干
す
と
数
時
間
で
一

枚
か
ら
コ

犬
フ

ー
～
二
杯
分
の

水
分
が
と
れ
る
と

い
わ
れ
、
湿

気
追
放
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

共
働
き
の
家
族
も
増
え
、
家

人
が
不
在
で
家
を
閉
め
’切

る
こ

と
が
多
い
と
湿
気
が
増
え
、
ダ

ニ
を
繁
殖

さ
せ
る
と
い
う
調
査

結
果

も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
４

掃
除
機
は
ダ
ニ
の
駆
除

に
ど
の
く
ら
い
有
効
か

Ａ

掃
除
機
を
て
い
ね
い
に
念

人
り
に
か
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。最

近
は
吸
収
力
を
ア
ッ
プ
し

て
、
ダ
ニ
退
治
効
果
を
う
た
っ

た
掃
除
機

が
市
販
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
が
す
べ
て
ダ
ニ
が
と

れ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
や
は
り
掃
除
は
こ
ま
め

に
何
度
も
、
そ
し
て
て
い
ね
い

に
、
が
基
本
で
す
。
ゆ
っ
く
り

時
間
を
か
け
、
畳
一
枚
、
あ
る

い
は
布
団
な
ら
一
平
方
片
あ
た

旦

二
十
秒
以
上
の
時
間
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

掃
除
機
に
吸
い
こ
ま
れ
た
チ

リ
の
中
の
ダ
ニ
は
緇
か
い
粉
末

に
な
っ
て
、
掃
除
機
の
排
気
と

一
緒
に
吹
き
出
さ
れ
、
さ
ら
に

そ
の
排
気
が
床
の
上
の
チ
リ
も

吹
き
上
げ
ま
す
。
こ
う
し
た
緇

か
い
チ
リ
は
空
中
に
た
だ
よ
っ

て
ぜ
ん
そ
く
の
原
因
に
な
り
ま

す
。最

近
の
掃
除
機
に
は
細
か
い

チ
リ
ま
で
除
く
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ル

タ
１
を
つ
け
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
掃
除
機
を
使
う
と

き
は
窓
を
開
け
、
換
気
を
よ
く

す
る
か
、
あ
る
い
は
長
い
ホ
ー

ス
を
使
っ
て
、
掃
除
機
の
本
体

を
室
外
に
出
し
て
使
う
、
と
い

っ
た
配
慮
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
５

布
団
の
日
干
し
や
洗
た

く
で
注
意
す
る
こ
と
は
何
か

Ａ

畳
や
布
団
の
湿
気
を
除
く

の
に
、
手
軽
で
有
効
な
方
法
は

晴
れ
た
日
に
、
こ
ま
め
に
日
光

に
さ
ら
す
こ
と
で
す
。

布
団
を
干
す
と
き
黒
い
布
を

か
け
る
と
、
内
部
が
５０
度
Ｃ
以

上
に
な
っ
て
、
ダ
ニ
を
殺
す
の

に
役
立
ち
ま
す
。

干
し
た
あ
と
の
布
団
は
よ
く

た
た
き
、
表
面
に
出
た
ダ
ニ
の

死
が
い
な
ど
を
掃
除
機
で
て
い

ね
い
に
吸
い
取
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
掃
除
機
が
け
が
不
十
分
で

す
と
、
浮
き
出
た
ダ
ニ
の
チ
リ

を
吸
い
こ
み
、
夜
間
に
ぜ
ん
そ

く
の
発
作
を
起
こ
し
た
り
し
ま

す
。日

光
干
し
が
簡
単
に
で
き
な

い
と
き
は
乾
燥
機
や
乾
燥
車
の

利
用
も
い
い
で
し
ょ
う
。
熱
で

ダ
ニ
を
殺
寸
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
後
の
掃
除
は
必
ず
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

ぬ
い
ぐ
る
み
は
洗
剤
を
入
れ

た
湯
の
な
か
で
よ
く
も
み
洗
い

し
ま
す
。
ぜ
ん
そ
く
の
人
が
い

る
家
庭
で
は
、
布
団
は
丸
洗
い

で
き
る
タ
イ
プ
が
便
利
で
す
。

Ｑ
６

ダ
ニ
退
治
を
目
的
に
し

た
殺
虫
剤
は
有
効
か

Ａ

ス
プ
レ
ー
式
の
殺
虫
剤
や
、

畳
の
下
に
敷
く
防
虫
シ
ー
ト
は
、

発
生
し
た
ダ
ニ
退
治
は
、
あ
る

程
度
有
効
で
す
。

し
か
し
、
何
度
も
お
話
し
た

よ
う
に
、
生
き
た
ダ
ニ
だ
け
で

な
く
、
死
ん
だ
ダ
ニ
も
ア
レ
ル

ギ
ー
を
起
こ
し
ま
す
か
ら
、
こ

れ
ら
を
除
去
す
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

殺
虫
剤
や
防
虫
紙
は
現
在
、

医
薬
品
や
医
薬
部
外
品
に
指
定

さ
れ
、
品
質
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
用
法
や
使
用
上
の
注
意

を
よ
く
守
っ
て
使
っ
て
く
だ
さ

い
。多

い
、
少
な
い
の
違
い
は
あ

っ
て
も
、
ダ
ニ
は
ど
ん
な
家
庭

に
も
必
ず
存
在
し
ま
す
。
あ
る

調
査
で
は
少
な
い
家
庭
で
も
採

取
し
た
チ
リ
ー
グ
ラ
ム
あ
た
り

数
十
匹
い
ま
す
が
、
多
い
家
庭

に
な
る
と
、
こ
れ
が
数
子
匹
に

も
な
り
ま
す
。（
表
１
）

ダ
ニ
の
繁
殖
を
許
す
か
ど
う

か
は
、
そ
の
家
庭
が
清
潔
か
ど

う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

薬
剤
な
ど
に
安
易
に
頼
る
ま

え
に
、
掃
除
、
換
気
な
ど
清
潔

な
家
庭
作
り
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

圀１ 屋内に生息する代表的なダニ類

図２ぜんそく患者での吸入性抗原を

用いての 皮内反応陽性率

（宮本昭正）

図３ 敷きぶとんのダニ汚染状況

表１ ヒョウヒダニの皮内反応が陽性である

小児ぜんそく患者の家１１軒の塵中のダ

ニの種類と数（石井明）

０ 軒の１週間分の塵中の平均）



交佞だより

佐 井 村

交通安全毋の会

全
国
交
通
安
全
キ
ャ
ーマ
バ
ン
隊
を
迎
え
７

会
長

松

谷

三

枝

１

九
月
二
日
、
ア
ル
ザ
ス
し
お

さ
い
ホ
ー
ル
に
、
全
国
交
通
安

全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
一
行
を
迎

え
て
、
盛
大
な
歓
迎
式
典
を
み

な
さ
ん
と
と
も
に
挙
行
で
き
ま

し
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
村
を
あ
げ
て
応
援
し

て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
月
か
ら
、
東
北
各
地
工

父

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

な
が
ら
、
佐
井
村
へ
来
村
し
て

く
れ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
み
な

さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。

全
国
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
を
迎
え
て
、
私
た
ち
佐
井
村

交
通
安
全
母
の
会
の
会
員
一
同

は
、
家
庭
か
ら
交
通
事
故
者
を

出
さ
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
交

通
安
全
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
の
向

上
を
目
指
し
、
ま
た
家
庭
に
お

い
て
は
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
し
合
い
の
機
会
を
多
く
持
ち
、

積
極
的
に
交
通
安
全
運
動
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
も
、
全
国

交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
迎

え
た
こ
と
を
深
く
心
に
留
め
、

交
通
事
故
の
な
い
、
明
る
く
住

み
よ
い
村
づ
く
り
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

１０月１１ヨ現 在

交通事故死ゼ囗

２

，

８ ９ ７
日

今
月
の
交
通
安
全
標
語

交
通
事
故

車
も
命
も

も
っ
た
い
な
い

中
西
泰
寛

い
ね
む
り

運
転
す
る
な

事
故
の
も
と

竹
内
直
美

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成３年） 青森県交通対策協議会

８月 累計 死

者
の

う
ち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 １４

発

生

７６３
（８３８）

４，９９５
（４，８８５） ン１

卜

ベ
ル
ト

着 用 義 務 者
（着けなければならない人）

４１

死

者
１２

（１５）
８２

（８２）
非 着 用 者
（着 け て い な かっ た 人）

３３

傷
者

９９５
（１，０４６）

６，１２６
（６，０２８）

う ち、 着 け てい れば 助

かっ た と 思 わ れ る 人
７

（ ）内は前年。累計は１月から

シートベルト しめる心が 身を守る



交
通
安
全
母
の
会
交
流
会

九
月
十
二
日
、
十
和
田
市
交

通
安
全
母
の
会
の
み
な
さ
ん
が

来
村
し
、
私
た
ち
佐
井
村
交
通

安
全
母
の
会
と
の
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

十
和
田
市
交
通
安
全
母
の
会

の
一
行
二
十
名
は
「
ほ
く
と
」

で
到
着
。
昼
食
後
ア
ル
ザ
ス
を

見
学
し
、
海
峡
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム

で
は
、
佐
井
村
の
歴
史
の
古
さ

に
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
ア
ル
ザ
ス
会
議
室

で
歓
談
。
お
互
い
の
活
動
や
母

の
会
の
実
態
を
報
告
し
あ
い
、

大
き
い
市
に
は
市
の
、
ま
た
村

に
は
村
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

お
互
い
に
交
通
事
故
を
な
く
す

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
交
通
安

全
活
動
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と

誓
い
あ
い
、
交
流
会
を
終
え
ま

し
た
。

＋和田市交通安全母の会との交流

バ

イ

ク

に

必

ず

自

賠

責

保

険

（
共

済

）

・

小

さ
な

バ
イ

ク

だ

か

ら

と

い

っ

て

、

油

断

は

禁

物

。

バ

イ

ク

の
起

こ

す

人

身

事

故

も

軽

視

は

で

き

ま

せ

ん

。

無

保

険

（
無

共

済
）

で

死

傷
事

故

で

も

起

こ

し

た

ら

、

そ

れ

こ

そ

大

変

で

す

。

・

バ
イ

ク

に

も
自

賠

責

保

険
（
共

済

）

へ

の

加

入

が
法

律

で

義

務

づ
け

ら

れ

て

い

ま

す

。

無

保

険

（
無

共

済

）

で

走

る

と

、

六

ヶ

月
以

下

の

懲

役

ま

た

は

五

万

円

以

下

の
罰

金

、

さ

ら

に

違

反

点

数

六

点

と

な

り

、

免

停

処

分

と

な

り

ま

す

。

・

バ

イ

ク

に

は

、

車

検

制

度

が

な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
自

賠
責
保
険
（
共
済
）
の
継

続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が
ち

で
す
。
も
し
、
契
約
切
れ

に
な
っ
て
い
た
ら
、
も
よ

り
の
損
害
保
険
会
社
、
代

理
店
（
バ
イ
ク
店
、
自
転

車
店
等
）
、
農
協
へ
ど
う

ぞ
！

保
険
料
（
共
済
掛

金
）
は
、
三
年
契
約
が
わ

ず
か
一
二
、
三
〇
〇
円
と

お
得
で
す
。

●自賠責保険料（共済掛金）は、長期契約ほどお得になります。

犬 １年契約 ２年契約 ３年契約

保 険 料（共済掛金） ７，８５０円 １０，１５０円 １２，３００円

●契約 を締結 する際に車 台番号 を伺い ますので、 バイクに打刻 されている車 台
番号を控えておい てください。

嗇圧保険（共済Ｓ

シートベルト

車社会の

身だしなみ
シートベルトの正しい着用方法



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

８ ０１７７－２３－２３７９

マイホームを

取得したときの税金
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
と

き
に
は
、
通
常
、
登
録
免
許
税

や
不
動
産
取
得
税
が
か
か
り
ま

す
が
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
税
額
が

軽
減
さ
れ
る
特
例
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど

を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新

築
し
た
り
増
改
築
等
し
て
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
入
居
し
た
年
か
ら
六
年
間
、

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
と
し
て

各
年
最
高
二
十
万
円
（
平
成
三

年
四
月
一
日
以
降
入
居
の
場
合

は
二
十
五
万
円
）
を
所
得
税
額

か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

班 を軅 ッだときは
相
続
や
遺
贈
（
遺
言
に
よ
っ

て
財
産
を
譲
る
こ
と
）
に
よ
っ

て
、
亡
く
な
っ
た
人
（
被
相
続

人
）
の
財
産
を
も
ら
っ
た
人
（
相

続
人
）
に
は
相
続
税
が
か
か
り

ま
す
。

な
お
、
正
味
の
遺
産
額
が
基

礎
控
除
額
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、

相
続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

相
続
税
の
申
告
と
納
税
の
期

限
は
、
被
相
続
人
が
死
亡
し
た

日
の
翌
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内
で

す
。
申
告
書
の
提
出
先
は
、
被

相
続
人
の
住
所
地
の
税
務
署
で

す
。詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

年

金

受

給

者

が

死

亡

し

た

と

き

年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る

人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
遺

族
の
人
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

匸

亡
く
な
っ
た
日
か
ら
十
四

囗
以
内
に
、
年
金
用
の
死
亡

届
を
必
ず
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
二
つ
以
上
の
年
金
の
受
給

者
で
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
年
金
に
つ
い
て
の
死

亡
届
が
必
要
で
す
。

・
な
ん
ら
か
の
理
由
で
支
給

停
止
さ
れ
て
い
る
年
金
の
受

給
権
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
も
、
年
金
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
死
亡
届
が
必
要
で

す
。

二
、
年
金
の
受
け
取
り
方
法
を
、

銀
行
・
郵
便
局
の
通
帳
へ
の

自
動
振
込
み
に
し
て
い
た
と

き
は
、
そ
の
口
座
を
解
約
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
未
受
領
の
支
払
通
知
書
や

亡
く
な
っ
た
後
に
送
付
さ
れ

た
支
払
通
知
書
は
、
死
亡
届

に
添
付
す
る
よ
う
に
し
ま
し

年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る

の
は
、
死
亡
し
た
日
の
属
す
る

月
の
分
ま
で
で
す
。
翌
月
分
以

降
も
受
け
取
る
と
過
払
い
と
な

り
、
あ
と
で
返
還
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
死

亡
届
は
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
死
亡
し
た
年
金
受
給

者
が
、
生
存
中
に
受
け
取
っ
て

い
な
か
っ
た
支
払
分
は
、
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
る
遺
族
が
自

分
の
名
前
で
、
支
給
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を

未
支
給
年
金
の
請
求
と
い
い
ま

す
が
、
請
求
で
き
る
人
に
は
順

位
が
あ
り
、
先
順
位
者
が
い
る

と
き
は
、
後
順
位
者
は
請
求
で

き
ま
せ
ん
。

未
支
給
年
金
を
請
求
で
き
る

遺
族
と
順
位
は
次
の
と
お
り
で

す
。①

配
偶
者
②
子
②
父
母
④
孫

１ ０

Ｊ１１

３ １

ＥＩ
，
よ

村 県 民 税（ ３ 期）固 定 資 産

税（３期）の 納 期 限 で す 。

＝納期内納付にご協力くださいー



③
祖
父
母
⑥
兄
弟
姉
妹

死
亡
届
・
未
支
給
年
金
請
求

書
の
提
出
先
は
、
受
給
し
て
い

た
年
金
の
制
度
に
よ
っ
て
異
り

ま
す
。

ま
た
、
年
金
証
書
な
ど
添
付

書
類
が
必
要
で
す
か
ら
、
詳
し

い
こ
と
は
、
役
場
住
民
福
祉
課

国
民
年
金
の
係
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

病

気

や

ケ

ガ

で

障
害
者
に

な
つ
九
と
き

国
民
年
金
加
入
中
に
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
や
、
二
十
歳
前

の
傷
病
で
障
害
者
に
な
っ
た
と

き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

②
障
害
認
定
日

（
初
診
日
か
ら

一
年
六
ヶ
月
を
経
過
し
た
日
、

ま
た
は
症
状
が
固
定
し
た
旦

に
、
一
級
ま
た
は
二
級
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
こ
と
。

③
加
入
期
間
の
う
ち
、
保
険
料

を
三
分
の
二
以
上
納
め
て
い
る

こ
と
（
免
除
期
間

も
含
む
）

④
老
齢
基
礎
年
金
受
給
の
方
は
、

原
則
的
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
い
く
ら
も
ら
え

る
の
？

一
級

八
七
万
七
、五
〇
〇
円

二
級

七
〇
万
二
、
〇
〇
〇
円

一
家
の
生
計
を
維
持
し
て
い

た
人
が
障
害
者
に
な
り
、
そ
の

人
に
十
八
歳
未
満
（
障
害
児
は

二
十
歳
未
満
）
の
子
が
あ
る
場

合
は
、
次
の
額
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

ｊ級１ぐ
数の子 額の本基 額の算加 額金年の後算加

人１ 円００
［

」Ｄ
７７８ 円００４り

乙
０り

乙
円００９９７０１

人ｎ
乙

円００厂Ｄ７７８ 円００８４０―
仕

円００３ｎ
乙

８り
乙

Ｉ

人３ 円００ｒ
Ｄ

７７８ 円００３９
乙

７４ 円００８９４３１

ｊ纖口
数の子 額の本基 額の算加 額金年の後算加

人１ 円０００り
乙

０７ 円００４ｎ
乙

０ｎ
乙

円００λ
ｔ

４０９

人９
乙

円０００り
乙

０７ 円００８４０４ 円００
，

８ａ
り

０ユー

人３ 円０００り
乙

０７ 円００３り
乙

７４ 円００３４７ｊｌ

炊
き
込
み
ご
飯
は
、
季
節
感
あ

ふ
れ
る
。
料
理
”で
す
。
ツ
ク
シ
や

タ
ケ
ノ
コ
な
ど
、
四
季
の
彩
り
が

ご
飯
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
見
て

い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
も
の
Ｉ

特
に
季
節
の
食
べ
物
が
豊
富
な
秋

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
旬
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

秋
と
い
え
ば
マ
ツ
タ
ケ
で

す
。
マ
ツ
タ
ケ
は
炊
き
込
み

ご
飯
の

。王
者
”
で
す
が
、

ほ
か
に
も
シ
メ
ジ
や
マ
イ
タ

ケ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
キ
ノ

コ
ご
飯
が
楽
し
め
ま
す
。
栗

や
芋
、
ギ
ン
ナ
ン
な
ど
を
入

れ
て
も
い
い
で
す
ね
。

い
ま
は
ご
ち
そ
う
と
な
っ
た
炊

き
込
み
ご
飯
で
す
が
、
昔
、
米
が

貴
重
だ
っ
た
時
代
は
「
糅
飯
」
と

い
い
ま
し
た
。
糅
と
は
、「
足
し
前

の
食
べ
物
」
と
か
「
雑
炊
」
と
い

う
意
味
で
、
米
に
何
か
を
混
ぜ
て

か
さ
を
増
や
し
た

。苦
肉
の
料
稈

だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
干
し
芋
や
大
根
の

葉
の
干
し
た
も
の
、
ア
ワ
や
ヒ
エ
、

山
菜
な
ど
の
雑
穀
も
、
米
に
混
ぜ

て
炊
き
込
ん
だ
り
し
ま
す
。

こ
れ
ら
も
、
い
ま
で
は
健
康
食

品
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
炊
き
込
み
ご
飯
の
な
か
で
も
、

い
ろ
い
ろ
な
具
を
入
れ
た
五
目
飯

は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
の

で
、
家
庭
料
理
の
お
勧
め
メ
ニ
ュ

ー
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
食
事
の
栄
養
バ
ラ

ン
ス
で
す
が
、
最
近
の
日
本
人
の

食
事
は
、
魚
や
海
藻
な
ど
の
水
産

物
の
割
合
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。
十
月
は
「
魚
食
普
及

月
間
」
で
す
。
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
は
、
魚
の
お
い
し
い

季
節
－

成
人
病
な
ど
を
予

防
し
、
健
康
を
保
持
・
増
進

さ
せ
る
食
品
と
し
て
見
直
さ

れ
て
い
る
魚
介
類
に
、
も
っ

と
親
し
ん
で
み
た
い
も
の
で
す
ね
。



柿
心
渋
心
抜
き
方

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で

‐
渋

を

取

る

柿
は
、
秋
の
味
覚
の
代
表
と

い
え
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

柿
に
は
甘
柿
と
渋
柿
が
あ
り
ま

す
が
、
果
物
の
な
か
で
甘
い
、

渋
い
が
あ

る
の
は
柿
だ
け
。
長

い
年
月
を
か
け
て
渋
柿
を
品
種

改
良
し
た
結
果
で
す
。

柿
の
渋
の
正
体

は
、
「
柿

夕

ン
ニ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
タ
ン
ニ

ン
物
質
。
お
茶
の
渋
み
と
同
じ

物
で
す
。
甘
柿
も
渋
柿
も
、
実

が
青
い
と
き
は
ど
ち
ら
も
渋
い

の
で
す
が
、
実
が
赤
く
な
る
こ

ろ
か
ら
自
然
に
渋
が
抜
け
る
の

が
甘
柿
で
す
。

こ
の

。渋
が
抜
け
る
″
と
い

う
の
は
、
タ
ン
ニ
ン
物
質
が
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
（
ア
ル
コ
ー

ル
の
一
種
）
と
結
合
し
、
不
溶

性
の
も
の
に
変
化
す
る
こ
と
。

不
溶
性
化
し
た
タ
ン
ニ
ン
物
質

は
味
が
悪
く
、
も
ち
ろ

ん
渋

く
も
あ
り
ま
せ

ん
。
甘
柿
の
果
肉
の
な

か
に
あ
る
黒
い
ツ
ブ
ッ

ブ
、
俗
に
「
ゴ
マ
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
は
、
こ

の
不
溶
性
化
し
た
タ
ン

テ
ノ
物
質
の
集
ま
り
で
す
。

一
方
、
渋
柿
は
、
完
熟
し
、

柔
ら
か
く
な
る
ま
で
渋
が
抜
け

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
工
的
に

渋
を
抜
け
ば
、
甘
柿
と
同
じ
よ

う
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。
手
っ
取

り
早
い
の
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

使
い
、
タ
ン
ニ
ン
物
質
を
不
溶

性
化
さ
せ
、
脱
渋
す
る
方
法
で

す
。渋

柿
約
一
キ
ロ
を
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
、
焼
酎
か
ウ
イ
ス
キ

ー
を
十
に
吹
き
か
け
、
口
を
縛

つ
て
日
当
た
り
の
い
い
と
こ
ろ

へ
置
い
て
お
く
と
、
柿
の
品
種

に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
週
間
ほ

ど
で
甘
く
な
り
ま
す
。
深
い
お

皿
に
焼
酎
を
入
れ
、
へ
だ
の
部

分
を
よ
く
浸
し
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

ま
た
、
炭
酸

ガ
ス
を
使
う
方

法
も
あ
り
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
渋
柿
と
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
入

れ
て
お
く
と
、
五
日
も
す
れ
ば

甘
く
な
り
ま
す
。
渋
柿
一
キ
ロ

に
対
し
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
ニ
十

グ
ラ
ム
が
目
安
で
す
。

渋
柿
は
赤
く
色
づ
い
た
硬
め

の
も
の
を
使
い
、
あ
ま
り
寒
く

な
ら
な
い
十
月
ご
ろ
ま
で
が
、

こ
の
よ
う
な
渋
抜
き
に
は
最
適

で
す
。

佐 井 村 海 峡 ミ ュ ウ ジ ア ム

ガ ら の お し ら せ

佐井村海峡 ミュウジアムは、平成３年１１月か

ら平成４年 ３月 まで の間、毎週月曜日が休館日

となり ます。

但し、月曜 日が祝 祭日の場合は、次の日が休

館日 となり ます。

また、ア ルザ ス２階フロ アでは「佐井村法性

寺か ら発見 された蝦 夷錦」（パ ネル） を展示 し

ており ますのでご案内い たし ます。

一 川 目 な め こ 組 合 一

【日程】 平 成３年１０月１９日出 ～２０日（日）

１０月２６日出 ～２７日（日）

１１月２日出 ～４日（月）

【場所】 通称＝「大滝」

※詳 しくは、川 目なめこ組合 （代表）上山正 さ

んまで問い 合せください。ａ （３８）４３ ５４

満１歳になります

新 田 大 規ちゃん

（雄逸・優子）
磯 谷

戸籍の窓口
９ 月１４日 現 在

○ お 誕 生 お め で と う

北 田 萌 子 （勝則） 大佐井

畠 中 妙 希 （勝洋） 大佐井

岩 崎 圭 介 （ 武 ） 大佐井

田 中 一 志 （春 美） 福 浦

○ ご 結 婚 お め で と う

（ 濱 邊 義 隆 （風 間浦村）

畠 中 多 恵子 （大 佐 井）

（ 藤 岡 和 之 （［
１］ 囗 市）

田 中 弘 子 （磯 谷）

（ 東 谷 隆 （脇 野沢村
）

大 石 涼 子 （長 後 ）

（沼 澤 将 勝 （十 和田市
）

菊 池 眞 紀 （大 佐 井 ）

（山 本 直 樹 （福 浦
）

瀬 川 美佐 子 （東 通 村）

○ お く や み 申 し 上 げ ま す

新 田 美 代 （徳広 ）磯 谷

鹿 島 定 美 （定 吉）原 田

萬 谷 ナ ズ （信 雄）原 田

大久 保 信 子 （和博 ）大 佐井

個 人のプ ライバシーを尊重 する意

味で、載せ てほし くない 人は、届出

の際に係まで申し出てください。 ノ

８月３１日 現在人口（前月比）

男 １，８２３（－２）

女 １，８７５（一日）

計 ３，６９８（一 石）

世帯数 １，１２２（＋２）
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